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 岡谷市市制施行90周年

岡谷市巿制施行90周年
　岡谷市は令和8年4月1日に、市制施行90周年を迎えます。
　令和8年度は、市制施行から今日まで、岡谷市の歴史を築き上げて来られた先人の努力に感謝するととも
に、輝かしい未来をともに祝うための記念の年度とし、さまざまな企画を予定しています。

　
岡
谷
市
は
、
本
年
４
月
１
日
に
市
制
施
行
90
周
年
と
い
う
輝
か
し
い

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
ま
ち
岡
谷
は
、
か
つ
て
製
糸
業
の
世
界
的
中
心
地
と
し
て

「
シ
ル
ク
岡
谷
」
の
名
を
世
界
に
轟と
ど
ろか
せ
ま
し
た
。
そ
の
卓
越
し
た
技

術
と
進
取
の
精
神
は
、
戦
後
、
精
密
機
械
工
業
へ
と
受
け
継
が
れ
、
本

市
は「
東
洋
の
ス
イ
ス
」と
称
さ
れ
る
ま
で
に
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
こ

の「
も
の
づ
く
り
」の
伝
統
と
誇
り
こ
そ
が
、
今
日
の
本
市
の
活
力
の
源

泉
で
す
。
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
現
在
の
豊
か
な
郷
土
を
築
き

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
先
人
た
ち
の
英
知
と
情
熱
の

賜た
ま

物も
の

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
日
に
至
る
ま
で
、
本
市
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
先
人
の
皆

様
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
よ
り
市
政
を
温
か
く

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
市
民
の
皆
様
に
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
私
た
ち
は
人
口
減
少
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
な
ど
、
社
会

の
仕
組
み
が
大
き
く
移
り
変
わ
る
変
革
の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
時
代
に
あ
っ
て
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統
と
誇
り
を
糧
に
、

次
な
る
１
０
０
周
年
に
向
け
て
力
強
く
歩
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、

現
代
を
生
き
る
私
た
ち
の
務
め
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
笑
顔
と
元
気

が
あ
ふ
れ
、
誰
も
が
主
人
公
と
し
て
輝
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
て
る
未
来
を
、
市
民
の

皆
様
と
共
に
創
り
上
げ
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、岡
谷
市
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
市
制
施
行
90
周
年
に
あ
た
っ
て
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。岡

谷
市
長
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特集1 ◆ 令和8年度岡谷市の予算と事業

　　一般会計	 	
　特別会計	 	   
　　　国民健康保険事業	
　　　地域開発事業　　　　　　　　　
　　　分収造林事業
　　　霊園事業　　　　　　　　　　
　　　温泉事業　　　　　　　　　　　　
　　　後期高齢者医療事業　　　　　　　　　　　　　

　湊財産区一般会計	
　企業会計	 	
　　　水道事業	 　	 　　　　
　　　下水道事業　　　　　　　　　　　　　　
　　　病院事業	 　　　　　

  合　　計	

234億5,600万円
55億8,020万円

40億9,310万円
2億3,350万円　　
2,440万円
2,180万円
2,160万円

11億8,580万円

190万円
132億6,601万7千円
　　14億9,533万6千円
27億9,832万1千円　　
89億7,236万円

423億411万7千円

　令和８年度は、第５次岡谷市総合計画後期基本
計画によるまちづくりの３年目として、計画に掲げ
た目標の達成に向け、施策・事業を検証し、充実・
発展させるとともに、将来都市像である「人結び 夢
と希望を紡ぐ たくましいまち岡谷」の実現に向け、
着実に歩みを進める重要な年となります。
　こうしたことから、重点施策として、第５次岡谷
市総合計画後期基本計画の重点プロジェクトである、

「子育てしやすい環境の実現」、「安全・安心の伸展」、
「未来に向けた産業の充実」、「魅力発信と賑

にぎ
わい

の創出」を掲げ、各種事業を展開してまいります。

岡谷市の予算と事業令和8年度

令和8年度は「次世代へ向けた まちづくり投資予算」

令和8年度 岡谷市　
一般会計・特別会計・企業会計予算額一覧表

一般会計の歳入
市民のみなさんからの税金など、
市が受け取るお金の内訳

一般会計の歳出
行政サービスなどを行うために、
市が払うお金の内訳

予算、施策についての詳細は、
「令和8年度わかりやすい予算
説明書」をご覧ください。
市のホームページよりダウン
ロードできます。

◀︎市ホームページは
こちらから

〈特集1〉

市税市税
69億7,300万円
（29.7％）

その他その他
37億9,100万円
（16.2％）

県支出金県支出金
13億6,600万円
（5.8％）

地方交付税地方交付税
53億6,000万円
（22.9％）

国庫支出金国庫支出金
28億8,400万円
（12.3％）

市債市債
17億2,200万円
（7.3％）

地方消費税地方消費税
交付金交付金
13億6,000万円
（5.8％）

民生費民生費
86億9,100万円
（37.1％）

総務費総務費
25億6,600万円
（10.9％）

公債費公債費
22億9,000万円
（9.8％）

商工費商工費
20億2,800万円
（8.6％）

教育費教育費
23億9,600万円
（10.2％）

衛生費衛生費
22億200万円
（9.4％）

土木費土木費
21億4,300万円
（9.1％）

その他その他
11億4,000万円
（4.9％）

234億
5,600

万円

歳入総額

234億
5,600

万円

歳出総額
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拡新：新規事業 ：拡充事業

子育てしやすい環境の実現
とも育ちを実践し、輝く子どもをみんなで育てる1重点

施策
　誰もが希望する年齢で結婚し、安心して子どもを産み育て
ることができるよう、結婚・妊娠・出産・子育て・教育の希
望を叶

かな
える施策を展開するほか、世代間のつながりを育て、

市民みんなが育つことができる「とも育ち」を実践します。

安全・安心の伸展
健康で生きがいをもって過ごせる安全なまちをつくる2重点

施策
　自然災害から市民の生命・財産を守り、誰もがいつまで
も住み慣れた地域で、健康で生きがいを持って暮らし続け
ることができるよう、少子高齢社会に適応したまちづくり
に取り組むとともに、「2050年ゼロカーボンシティ」の実
現に向けた取り組みを進めます。

妊娠・出産手続きの
DX化事業

乳児等通園支援事業
（こども誰でも通園制度） 川岸学園整備事業

心の教室相談室設置事業
（心の教室小学校サテライト事業）

小学校給食無償化事業

中学校給食費
保護者負担軽減事業

福祉医療支給事業
（精神障がい者

入院医療費助成事業）

住民税非課税世帯等
エアコン設置支援事業 空家対策事業 水道施設耐震化事業

下水道総合地震対策事業

　子育て支援アプリ「げんきっ
ずおかや」を機能強化し、新た
に妊娠届提出時の来庁予約や
妊娠期に必要な申請書等の記
入をオンラインで行えるように
することで、利便性を高めると
ともに伴走型相談支援の充実
を図ります。

　みなと保育園において、０歳６
か月から満３歳未満の未就園児を
対象に、保護者の就労要件を問
わず、保育施設等を利用できる
制度を実施し、こどもの良質な成
育環境を整えるとともに、保護者
の多様な働き方やライフスタイル
に捉われない支援を強化します。

　異年齢の子どもたちをつなぐ
新たな学び舎を創出するため、
義務教育学校の令和９年４月の
開校、および幼保連携型認定
こども園の令和１０年4月の開
園に向けて川岸学園整備を進
めます。

　中学校の心の教室を小学校
にも開設し、中学校の心の教
室相談員がサテライト型によ
り、小学校で児童の相談に応じ
ていきます。

　子育て支援のさらなる充実を
図るため、国が新設する交付
金を活用し、給食費との差額分
を公費負担することにより、小
学校の給食費の完全無償化を
実施します。

　中学校においては、給食費
の３割を公費負担し、保護者の
負担額のさらなる軽減を図るほ
か、低所得世帯に対しては、引
き続き、就学援助による給食
費の支給を１０割支給とし、給
食費の無償化を継続します。

新

新

新 新

新

拡

拡

拡

拡

　長期にわたる治療が必要な
精神疾患の特性を踏まえ、新
たに精神障がい者の入院療養
費を福祉医療の助成対象とす
ることで、受給者の経済的な不
安を軽減し、治療の継続的な
支援と安心して療養できる環境
を提供していきます。

　住民税非課税世帯および生
活保護世帯に対して、エアコン
設置費用を助成することで、熱
中症リスクの軽減を図り、市民
の生命と健康を守ります。

　空家所有者等へのアプロー
チや関係団体が主催する相談
会への参加により、空家の発
生予防と適切な管理を促すとと
もに、空家の解体にかかる費
用の助成限度額を拡大すること
で、増加している空家の解消と
利活用をより一層促進します。

　震災時のライフライン確保と
被害の最小化を図るため、上
下水道の総合的な地震対策を
推進します。重要拠点へつな
がる上下水道管路の耐震化・
強
きょうじん

靭化を進めるとともに、下水
道では避難所等にマンホールト
イレを設置することにより、避
難時にトイレ不足とならないよ
うにします。
※小井川小学校に設置したマンホールトイレ
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未来に向けた産業の充実
生産性を向上させ、安定した雇用を創出する3重点

施策
　既存産業の活性化や生産性向上に取り組むほか、企業誘
致、新規創業支援により、しごとをつくり、安心して働くこ
とができるよう雇用の創出を図ります。また、担い手の確保、
事業承継支援により、先人が築き上げてきた産業の財産を
次世代へと引き継ぎます。

魅力発信と賑わいの創出
選ばれるまちを実現し、まちの活性化を生み出す4重点

施策
　岡谷市ならではの「自然資産」や「ものづくり資産」などの
地域資源の再発掘と、魅力と賑わいにあふれ、多くの人か
ら選ばれ住み続けたいと思われる地域づくりを進めるとと
もに、効果的な情報発信により本市の認知度を高め、関係
交流人口の増加と移住・定住を促進します。

新技術・新製品等
ものづくりチャレンジ
企業応援事業

中小製造業省エネ・
脱炭素促進事業補助金

すべての人に選ばれる職場
ショート動画でPR事業

遊休農地で
農ある暮らし事業
（地域おこし協力隊）

ブランド推進事業
移住定住促進事業
（地域おこし協力隊）

信州やまなみ国スポ・
全障スポ推進事業

旧岡谷市役所庁舎
保全事業 岡谷駅周辺整備事業

　新たにBtoC開発チャレンジ
枠を設け、市内製造業の技術
力を活かした一般消費者向け
自社ブランド製品の開発を支援
し、消費者への直接的なアプ
ローチにより、企業価値の向
上や知名度の拡大を後押ししま
す。

　エネルギー価格の高騰と地
球温暖化対策に取り組む市内
製造業に対し、省エネルギー化
および脱炭素化に資する設備
投資を支援することで、エネル
ギーコストの削減による経営の
安定化、地域産業の持続的な
発展に取り組みます。

　ショート動画を活用したSNS
発信を採用活動に導入し、人
材確保につなげるセミナーを開
催します。あわせて、専門講
師と工業振興課職員が訪問し、
動画作成・SNS運用について、
無料で相談・指導し、採用力
強化を支援します。

　遊休農地の発生抑制と利活
用の促進を図るため、地域お
こし協力隊制度を活用し、遊休
農地で農作物等を栽培するほ
か、収穫物のブランド化・販路
開拓等を実施します。

新 新 新拡

　各分野を担当する地域おこし
協力隊とともに、養蚕振興や製
品開発を通じた「岡谷シルク」の
地域ブランド化の推進、あわせ
て移住定住施策の企画運営を
通じたシティプロモーションの
推進により、岡谷市の知名度
向上と新たな人の流れの創出
をめざします。

　国の登録有形文化財であり、
岡谷市および市民の貴重な財
産である旧岡谷市役所庁舎を
後世に確実に継承するため、
有識者による保全・活用方針
の検討を引き続き進めるほか、
市民参加型ワークショップによ
る保全活動などを通じて、関心
を持ってもらうなど各種の取り
組みを実施します。

　令和10年に長野県で開催さ
れる、信州やまなみ国スポ・
全障スポにおいて、本市では、
卓球競技およびアイスホッケー
競技のほか、公開競技として綱
引競技、また、諏訪湖周の２市
１町での共同開催によるトライ
アスロン競技を開催します。大
会の開催に向けて、気運の醸
成を図ります。	

　「岡谷駅周辺まちの将来ビ
ジョン」に掲げる、めざすまち
の将来像「岡谷駅エリアからは
じまる みんなで織りなす 魅力
の連鎖」の実現に向け、市民・
行政が連携してまちづくりを推
進していくため、ララオカヤの
解体に着手するとともに、公民
連携体制の構築を進めます。
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岡谷市病院 事業 新体制へ 「
こ
れ
か
ら
も
全
部
署
が
一
丸
と
な
って
、
邁ま

い

進し
ん

を
」

Naoji Amano
天野 直二 医師
横浜市立大学医学部卒。信州大学医学部附属病院病院長を務め
た後、平成27年4月に岡谷市民病院病院長に着任。平成30年4
月より病院事業管理者兼病院長、令和4年4月に病院事業管理者
に就任。「シニアこころ診療科」の外来診療や病棟回診などを精
力的に行っている。令和8年4月より名誉院長兼市相談役。

　
令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り
、
内
山
医
師
が「
岡
谷
市
病
院
事
業
管
理
者
」

に
就
任
し
、
こ
れ
ま
で
病
院
事
業
管
理
者
を
務
め
た
天
野
医
師
は
、
岡
谷

市
よ
り「
名
誉
院
長
」の
称
号
を
受
け
て
岡
谷
市
民
病
院
で
の
勤
務
を
継
続

す
る
ほ
か
、「
市
相
談
役
」と
し
て
岡
谷
市
の
行
政
を
支
援
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
天
野
名
誉
院
長
に
病
院
事
業
管
理
者
と
し
て
勤
め
た
８
年
間

を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
内
山
病
院
事
業
管
理
者
に
こ
れ
か
ら

の
病
院
事
業
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

問
合
せ
●
岡
谷
市
民
病
院 

☎
２
３-

８
０
０
０

岡
谷
市
民
病
院
名
誉
院
長  

兼  

岡
谷
市
相
談
役  

天
野 

直
二

す
。
苦
難
の
な
か
で
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
こ
の
状
況
を
み
ん
な

が
認
識
し
、
全
部
署
が
力
を
合
わ
せ
一
丸
と

な
れ
ば
、
こ
の
難
局
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

︱
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
ひ
と
こ
と 

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

立
場
は
変
わ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
岡

谷
市
民
病
院
の
発
展
を
支
え
て
い
き
ま
す
の

で
、
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
健

康
に
気
を
つ
け
て
、
み
な
さ
ん
が
健
や
か
に

生
活
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

︱
退
任
後
も
岡
谷
市
民
病
院
で
ど
の
よ
う
に

　
診
療
を
続
け
ら
れ
る
か
、
ま
た
岡
谷
市
初

　
の
市
相
談
役
に
も
な
ら
れ
る
と
の
こ
と
だ
が

　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
外
来
診
療
や
病
棟

回
診
な
ど
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
市
相
談
役
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
行

政
の
立
場
か
ら
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
効
率
良
く
、
公
正
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

︱
こ
れ
か
ら
の
岡
谷
市
民
病
院
に
つ
い
て

　
岡
谷
市
民
病
院
は
、
急
性
期
か
ら
回
復
期
、

慢
性
期
、
終
末
期
、
そ
し
て
感
染
症
を
担
う

病
棟
機
能
を
兼
ね
備
え
た
多
機
能
な
総
合

病
院
で
、
地
域
医
療
の
拠
点
と
し
て
市
内
や

湖
北
地
域
な
ど
の
医
療
を
守
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
昨
今
で
は
、
医
療
費
の

抑
制
を
基
調
と
す
る
診
療
報
酬
制
度
に
賃
金

引
上
げ
や
物
価
高
騰
の
影
響
が
加
わ
り
、
病

院
経
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

︱
病
院
事
業
管
理
者
と
し
て
の
８
年
間
を
振

り
返
っ
て

　
一
番
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
病
院
に
は
多

く
の
職
種
が
関
わ
っ
て
い
て
、
み
ん
な
の
気

持
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
病
院
全
体
が
良
い
方

向
に
向
か
え
た
こ
と
、
こ
れ
に
尽
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
院
内
感
染
を
防
ぐ
た
め
の

万
全
の
体
制
を
整
え
、
大
き
な
支
障
を
き
た

す
こ
と
な
く
病
院
機
能
を
維
持
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
全
部
署
が
力
を
合
わ
せ
て
邁

進
し
成
し
遂
げ
た
結
果
で
あ
っ
て
、
大
変
誇

ら
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

︱
退
任
を
決
意
し
た
理
由
は

　
年
齢
を
考
え
て
の
こ
と
で
、
若
い
世
代
に

病
院
運
営
を
託
す
良
い
機
会
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
内
山
先
生
は
、
患
者
優
先
で
経
営
も

考
え
ら
れ
る
前
向
き
な
方
で
す
の
で
、
安
心

し
て
引
き
継
げ
ま
す
。
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岡谷市病院 事業 新体制へ「
地
域
の
み
な
さ
ん
に
質
の
高
い
医
療
を
安
定
的
に
提
供
し
た
い
」

Shigeharu Uchiyama
内山 茂晴 医師
群馬大学医学部卒業後、信州大学整形外科へ入局。同大整形外
科運動機能学教室にて研鑽（けんさん）を積み、准教授に就任。
平成29年1月に岡谷市民病院に着任。令和2年4月より副院長、
令和4年4月に病院長に就任。豊富な経験と高度な技量で数多く
の手術をこなす。令和8年4月より病院事業管理者兼病院長。

　
令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り
、
内
山
医
師
が「
岡
谷
市
病
院
事
業
管
理
者
」

に
就
任
し
、
こ
れ
ま
で
病
院
事
業
管
理
者
を
務
め
た
天
野
医
師
は
、
岡
谷

市
よ
り「
名
誉
院
長
」の
称
号
を
受
け
て
岡
谷
市
民
病
院
で
の
勤
務
を
継
続

す
る
ほ
か
、「
市
相
談
役
」と
し
て
岡
谷
市
の
行
政
を
支
援
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
天
野
名
誉
院
長
に
病
院
事
業
管
理
者
と
し
て
勤
め
た
８
年
間

を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
内
山
病
院
事
業
管
理
者
に
こ
れ
か
ら

の
病
院
事
業
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

問
合
せ
●
岡
谷
市
民
病
院 

☎
２
３-

８
０
０
０

内
山 
茂
晴

岡
谷
市
病
院
事
業
管
理
者  

兼  

岡
谷
市
民
病
院
病
院
長

改
定
の
内
容
を
十
分
に
精
査
し
、
病
院
経
営

の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
病
院
が

進
む
べ
き
方
向
に
全
部
署
が
一
丸
と
な
っ
て

邁
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
地
域

の
医
療
に
と
っ
て
一
番
良
い
選
択
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︱
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ひ
と
こ
と

　
岡
谷
市
民
病
院
の
強
み
や
特
徴
を
伸
ば
し

つ
つ
、
基
本
理
念
で
あ
る「
思
い
や
り
」に
基

づ
き
、
全
部
署
が
協
力
し
て
地
域
の
み
な
さ

ん
に
質
の
高
い
医
療
を
安
定
的
に
提
供
で
き

る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

病
院
の
強
み
で
あ
る
多
機
能
を
活
か
し
た
総

合
的
で
専
門
性
の
高
い
医
療
を
安
定
的
に
提

供
す
る
ほ
か
、
地
域
の
実
情
に
根
ざ
し
た
在

宅
医
療
、
介
護
連
携
な
ど
に
も
力
を
入
れ
、

地
域
の
需
要
に
し
っ
か
り
応
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

︱
今
後
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
は

　
先
ほ
ど
天
野
先
生
が
述
べ
た
と
お
り
、
病

院
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
持
続
的
に
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す

る
に
は
経
営
の
安
定
が
不
可
欠
で
す
。
今
後

は
、
国
の
施
策
で
あ
る
医
療
D
X
を
積
極
的

に
活
用
し
て
業
務
の
効
率
化
を
図
る
ほ
か
、

す
べ
て
の
職
員
が
目
標
を
持
っ
て
成
長
で
き

る
環
境
を
整
え
る
な
ど
、
病
院
の
質
の
向
上

に
努
め
、
持
続
可
能
な
病
院
経
営
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
の
６
月
に
は
厚
生
労
働
省
に

よ
る
診
療
報
酬
の
改
定
が
控
え
て
い
ま
す
。

︱
病
院
事
業
管
理
者
就
任
に
あ
た
り
、
今
の

お
気
持
ち
は

　
非
常
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
病

院
事
業
管
理
者
は
経
営
の
最
高
責
任
者
と
い

う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
は
院
外
と
院
内
の
両

方
に
携
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
と
い
う
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
が
、
臨
床
も
継
続
し
て
行
い
、
病

院
事
業
管
理
者
の
責
務
を
し
っ
か
り
果
た
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︱
こ
れ
か
ら
の
病
院
事
業
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
か

　
天
野
先
生
が
守
っ
て
き
た
幅
広
い
診
療
機

能
で
患
者
を
見
守
る
体
制
を
維
持
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
の
進
行

に
伴
い
、
併
存
疾
患
を
抱
え
て
包
括
的
な
ケ

ア
を
必
要
と
す
る
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
増
え

て
お
り
、
医
療
ニ
ー
ズ
変
化
へ
の
対
応
が
必

要
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
岡
谷
市
民
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